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FDC Cooking Tips 山形学院高校フードデザインクラブ
（通称 FDC）
FDCはアイデアを出し合いながら
作ってみたい料理や菓子を調理して
食べる、とっても楽しい山形学院高校
の部活動です。

★菜の花はビタミンCの含有
量が野菜の中でもトップ
クラス！

★水煮たけのこはお湯でさっ
と茹でるとくさみが取れて
美味しくなります。

旬の

ＪAやまがた

かんたん
クッキング
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山形学院高校FDC
presents

春野菜とたらこで
はるいろスパゲティ４

April

2024

管内（山形市・上山市・山辺町・中山町）の組合員の方々にお届けします

広報紙

ＪＡやまがた

おいしさ直売所
公式LINE

小笹うるい
通常のうるいに比べ茎が太くぬめりが強いのが特徴。
上山市小笹地区で栽培され、今も原種を引き継ぐ伝統
野菜として珍重されている。クセがなく、色々な食材と
の相性がよい。おひたし、和えもの、炒めものなどに。

スパゲティ（乾麺） …………… 160g
菜の花 …………………………… 6本
そら豆 ……………………………… 6粒
水煮たけのこ ………………………60g
たらこ ……… 100g（1/2づつ使用）
バター ………… 40g（1/2づつ使用）

２人分（作りやすい分量）材 料

作り方

❶  さやから取り出したそら豆・菜の花・水煮たけのこを、それぞれ
別に茹でる。

❷  生のたらこを薄皮から外し1/2の分量をボウルに入れ、バターと豆
乳50ccを混ぜて昆布だし・塩・コショウで味を整えクリーム状に
する。

❸  大きな鍋にお湯を沸かしスパゲティを茹でてザルでお湯をきり、
温かいうちに①と②を加え混ぜて皿に盛り付ける。

❹  残りの1/2分量のたらことバターに豆乳100ccを加え火にかけて
クリーム状になるまで煮つめ、盛り付けた上からかける。

❺  刻みのりをふりかけレモンを飾って召し上がれ！

豆乳…………150㏄（50cc・100cc）
昆布だし……………………………少々
塩・コショウ ………………………適量
刻みのり ……………………………少々
レモン ……………………… １/４切れ

特　集

地区別座談会
インフォメーション

総代会資料について／グリーン営業時間の変更について
旬の料理

春野菜とたらこではるいろスパゲティ



地区別座談会
２月に行われた地区別座談会で、

ご質問の多かった事項について紹介します。

◆
令
和
6
年
度
の
人
件
費
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。職
員
の
や
る
気
向
上

の
面
か
ら
も
賃
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

今
年
の
定
年
退
職
者
が
6
人
、
新
規
採
用

職
員
が
3
人
で
あ
り
、
新
採
職
員
が
入
組

し
て
も
昨
年
度
よ
り
全
体
の
職
員
数
が
減

少
す
る
た
め
、
人
件
費
が
減
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
新
採
職
員
募
集
と
中
途

退
職
防
止
の
た
め
、
給
与
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
高
齢
化
や
組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、
総

代
の
な
り
手
が
い
な
い
。
総
代
定
数
の
見

直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

総
代
定
数
は
農
協
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、定
員
5
0
0
人
を
割
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
第
8
次
中
期
経
営
刷
新
計
画
の
成
果
は

ど
う
か
。

職
員
の
週
休
二
日
制
を
4
月
ま
で
と

す
る
計
画
と
、
Ｄ
Ｘ
と
し
て
理
事
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
既
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
己
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
新
規
就
農
者
や
女

性
農
業
者
、
女
性
総
代
の
方
々
と
の
対

話
活
動
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

も
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
多
く
の
意
見
を

交
わ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
2
0
2
4
年
問
題
に
つ
い
て
、物
流
問

題
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

今
後
、
全
農
と
の
会
議
の
中
で
方
向
性

が
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
待
機
時
間

を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
全
農
を
中
心
に

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
と
し
て
も
出
荷
時
間
を
は
じ
め
、
ス

ム
ー
ズ
な
集
荷
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

出
荷
時
間
を
守
る
な
ど
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
水
張
り
問
題
に
つ
い
て
、
も
っ
と
国
の

制
度
改
正
に
対
し
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
借
り
る
人
も
い
な
く
な

り
、
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
し
ま
う
。

主
食
用
米
の
生
産
調
整
を
行
う
際
、
指

定
さ
れ
た
作
物
を
水
田
に
作
付
け
し
た

場
合
に
交
付
さ
れ
る
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
令
和
4

年
か
ら
令
和
8
年
の
間
に
一
度
も
水
張

り
（
稲
作
）
を
し
な
い
と
交
付
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
則
で
は
水

稲
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

て
が
稲
作
と
は
い
か
な
い
の
で
、
5
年
に

一
度
1
か
月
間
の
水
張
り
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
交
付
対
象
の
水
田
に
認
め
る
と
い

う
内
容
で
す
。
水
張
り
問
題
に
関
し
て

は
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
現
場
に
そ
ぐ
わ
な

い
施
策
だ
と
強
く
反
対
し
、
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
を
Ｊ
A
グ

ル
ー
プ
で
共
有
し
、
国
会
議
員
や
県
知

事
と
も
意
見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
水
害
で
被
害
を
受
け
た
、
た
い
肥
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
。

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も

継
続
す
る
事
を
理
事
会
で
決
定
し
て
い
ま

す
。
同
じ
場
所
で
の
稼
動
と
な
り
ま
す
が
、

あ
る
程
度
の
水
害
に
は
耐
え
ら
れ
る
よ

う
な
工
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆「
農
業
者
の
所
得
増
大
」と
は
何
を
も
っ

て
増
大
し
た
と
い
え
る
の
か
。
基
準
は
あ

る
の
か
。

自
己
改
革
工
程
表（
数
値
編
）を
作
成
し
、

そ
の
数
値
目
標
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。生
産
者
の
皆
さ
ま
に
多
く
出

荷
し
て
い
た
だ
き
、Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
い
た

だ
く
事
で
農
業
者
の
所
得
増
大
に
繋
が
っ

て
い
く
と
考
え
、協
同
組
合
理
念
の
も
と
、

大
規
模
農
家
・
小
規
模
農
家
に
か
か
わ
ら

ず
同
じ
目
線
で
接
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
農
業
用
資
材
の
高
騰
に
つ
い
て
の
見
通

し
を
知
り
た
い
。

先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
取
引
業
者
と
価
格
交
渉
を
行

い
な
が
ら
安
価
な
供
給
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
農
産
物
に
対
す
る
価
格
転
嫁
は
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。今
後
Ｊ
Ａ
と
し
て

ど
の
よ
う
に
方
策
を
考
え
て
い
く
の
か
。

農
産
物
の
価
格
に
つ
い
て
、
国
や
国
会
議

員
と
意
見
を
交
換
す
る
機
会
に
は
価
格
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
意
見
を
申
し
上
げ
て

い
ま
す
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と

な
っ
て
、
農
政
活
動
な
ど
を
通
じ
て
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
価
格
形
成

こ
そ
、
正
し
い
市
場
原
理
・
原
則
で
あ
る

と
認
識
し
、
今
後
も
関
係
各
所
へ
要
請
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
宅
地
等
供
給
事
業
の
内
容
を
教
え
て

ほ
し
い
。

宅
地
等
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
大
切
な
土
地
建
物
で
あ
る
資

産
運
用
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、不
動
産
売
買
や
宅
地
分
譲
開
発
、

新
築
賃
貸
住
宅
の
提
案
や
管
理
な
ど
の
不

動
産
業
務
か
ら
税
務
相
談
ま
で
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
提
案
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
宅
地
分
譲
開
発
に
つ
い
て
。

組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
資
産
売
却

の
相
談
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
Ｊ
Ａ

と
し
て
農
地
を
守
る
基
本
的
考
え
を
も

ち
、
規
制
緩
和
区
域
に
つ
い
て
は
、
顧
客

ニ
ー
ズ
の
情
報
を
と
ら
え
行
政
に
よ
る
指

導
の
も
と
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

◆
税
務
相
談
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

税
務
相
談
体
制
は
、
各
支
店
が
窓
口
と
な

り
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
担
当
職
員
と
協
力
の

も
と
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専

門
的
な
案
件
に
つ
い
て
は
協
力
税
理
士
と

連
携
し
た
税
務
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
取
扱
い
拡
大
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
聞
き
た
い
。
広

報
紙
な
ど
を
活
用
し
、
周
知
し
て
も
ら
い

た
い
。

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
1
月

よ
り
制
度
期
限
の
撤
廃
と
非
課
税
の
投
資

枠
が
拡
大
し
ま
し
た
。
1
月
以
降
、
問
い

合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
取

り
引
き
が
増
え
て
く
る
予
想
で
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ま
と
Ｊ
Ａ
を
結
び
つ
け
る
大
切

な
商
品
で
す
の
で
、
広
報
紙
な
ど
活
用
し

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
販

売
資
格
の
あ
る
職
員
を
本
店
に
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す
。
支
店
外
務
員

と
連
携
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
資
産
運

用
の
た
め
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
自
動
車
共
済
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
新

設
に
つ
い
て
、
令
和
5
年
度
か
ら
支
店
の

自
動
車
共
済
担
当
の
職
員
が
減
り
、
電
話

だ
け
の
対
応
に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い

支
店
職
員
も
減
っ
た
こ
と
で
職
員
が
休
め

な
い
の
で
は
な
い
か
。

あ
ら
ゆ
る
職
種
で
人
材
不
足
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
動
車
共
済
は
専
門

的
な
人
員
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
任
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
が
機
能
し
な
い
、
周
り
の
職

員
も
指
導
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
孤
立
し
な

い
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。
令
和
6
年

度
に
関
し
て
は
、
本
店
に
専
門
職
員
を
集

約
し
、
支
店
担
当
者
に
指
導
す
る
ト
レ
ー

ナ
ー
の
よ
う
な
体
制
に
変
更
し
ま
す
。
ま

た
、
現
在
は
約
70
％
〜
80
％
の
方
が
自
動

継
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
に
対

し
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
継
続

の
ご
連
絡
を
行
い
、
内
容
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
な
ど
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
自
動
車

共
済
契
約
数
が
減
っ
て
い
る
点
と
人
材
育

成
を
主
眼
に
置
く
試
み
で
す
。

令
和
6
年
5
月
よ
り
、自
動
車
共
済

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
自
動
車

共
済
自
動
継
続
契
約
の
継
続
案
内

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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管内の主な出来事をご紹介

JAやまがた
NEWS TOPICS

※所属・役職名は開催当時のものです。

 2月22日（木） 

地元の花で一輪ブーケ 東金井青年部の「花育」

　山形市立金井小学校で、4年生118人が地元産カーネーションを使って一輪ブーケを作りまし
た。ブーケは同日に開かれた「６年生を送る会」で今春卒業した6年生にプレゼントしました。
　青年部東金井支部の部員5人が4クラスに分かれて、児童に作り方を指導しました。カーネー
ションを25㎝ほどの長さに切ってラッピングし、6年生へのメッセージカードを添えて完成させ
ました。
　ブーケを作った児童は「心を込めて作った。6年生に感謝の想いを届けたい」と話しました。
　ブーケ作りは、地元産の花にふれることで子どもたちに地域の農業について知ってもらい、
花に親しんでもらうため同支部が「花育（はないく）」として長年続けています。支部長の長岡和
樹さんは「生花にふれて花や農業に興味を持ってもらえたら」と話しました。

 2月15日（木） 

天神支店運営協力委員会
新ＮＩＳＡの魅力を学ぶ

　天神支店運営協力委員会は、新ＮＩＳＡ
（小額投資非課税制度）の研修会を開き
ました。同委員など組合員26人が参加
しました。
　講師を務めたのは、天神支店金融共
済課でＬＰＣ（ライフプランコンサルタ
ント）インストラクターの渡部遥主任。
「お金を守る新常識　新ＮＩＳＡの魅力」
と題して、今年1月から始まった新ＮＩ
ＳＡについて、これまでと変わった点や
安心して資産を運用するためのコツに
ついて説明しました。
　当ＪＡでは現在、6人のＬＰＣが組合
員や利用者の総合的な金融ニーズの相
談に応え、人生設計に寄り添った提案
を行っています。

 2月28日（水） 

一足早い春を感じて
ハウスさくらんぼ観桜会

　中央ハウスさ
くらんぼ研究会
は、山形市成安
の鈴木淳さんの
園地で加温さく
らんぼの観桜会
を開きました。生産者や市場関係者、Ｊ
Ａ職員など約30人が白いさくらんぼの
花の下で交流しました。
　会場となった鈴木さんのビニールハ
ウスでは1月上旬から加温を始め、日中
は温度を20℃程度、夜間は5℃程度に
保ち「佐藤錦」「紅さやか」「正光錦」
などの品種30本を栽培しています。暖
冬の影響で例年より2日程早い2月12日
に開花が確認されました。
　同研究会では、6人の生産者が約71
アールでさくらんぼを栽培しています。
今年は4月12日から6月上旬まで主に関
東・関西方面に出荷し、5月12日の「母
の日」に需要のピークを迎えます。

 2月21日（水） 

首都圏バイヤーと
オンライン商談会

　県は2月7日～27日、農林水産物・
食品オンライン商談会を開きまし
た。県内の農林漁業者や食品製造業
者の販路開拓・拡大を図る事を目的
に、ウェブ会議システムZoom（ズー
ム）を活用し、オンラインでの商談
を行いました。納入事業者25社と仕
入事業者29社が参加し、108件の商
談が実施されました。
　2月21日、上山市の「のら農園」
が東京都に高級スーパーを展開する
（株）三浦屋と商談を行いました。令
和5年度山形のうまいものファイン
フードコンテストの果実加工部門で
最優秀賞に輝いた「のら農園のドラ
イフルーツチョコレート」や自家栽
培の果物で作ったドライフルーツを
バイヤーに売り込みました。商談後、
のら農園の酒井正樹さんは「こだわ
りを評価してもらえて良かった」と
話しました。

 3月12日（火） 

山形市へ
カーブミラー贈呈

　当ＪＡとＪＡ山形市、ＪＡ共済連
山形は、交通事故防止に役立てても
らおうと山形市にカーブミラー15
基を贈りました。
　当ＪＡの岡崎輝明組合長とＪＡ山
形市の大山敏弘組合長が市役所を訪
れ、佐藤孝弘市長に目録とカーブミ
ラーのレプリカを手渡しました。
　佐藤市長は「長きにわたるご支援
に感謝します。カーブミラーを設置し
て事故防止に努める」と話しました。
　寄贈は１９７３年から行われてお
り、寄贈数は計795基となりました。

 2月20日（火） 

伝統野菜「小笹うるい」
中川小で食育講話

　子どもたちに上山市特産の伝統野
菜「小笹うるい」について知ってもら
おうと、上山市立中川小学校で食育
講話が行われました。
　生産者の粟野信善さんと南部営農
センターの庄司和彦主事が、5年生
と6年生を前に「小笹うるい」の特徴
や栽培方法などを説明しました。児
童は葉や株をさわりながら「初めて
見た」「匂いはしない」など感想を述
べ、どのような野菜なのかを学んだ
後に、給食で「小笹うるいの粒マス
タード和え」を味わいました。
　粟野さんは「子どもたちに実際に
小笹うるいを見てもらい、どんなもの
が知ってもらえて良かった」と話しま
した。

 3月7日（木） 

おいしさ直売所
出荷者大会

　おいしさ直売所生産者協議会は、
協同の杜ＪＡ研修所で出荷者大会を
開きました。会員約140人が参加しま
した。
　大会では、直売所３店舗の令和
5年度1月から12月期までの販売額
が、前年度比10％増の20億6911万
円となったことを報告しました。農
薬適正使用や食品表示の注意点、各
月の野菜の売上品目と不足品目など
を確認し、お客様と地域に必要とさ
れる直売所となるために、出荷者の
心得を共有しました。
　協議会の深瀬嘉明会長は「新鮮で
安全・安心な農産物を栽培し、農の技
を磨いてより良い農産物を消費者に
提供していこう」と呼びかけました。
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■出芽～出芽揃い
・ 無加温出芽の場合、低温時は出芽の遅れや不揃いが懸念され、高温時は徒長や芽焼けの危険が高まります。
ハウス等の開閉や適切な被覆資材の使用で細やかな温度管理を心がけてください。
・ 被覆資材を除去した際に白カビの発生が見られたら、まず日光に当てて殺菌してください。初発であれば日光
に当て乾燥させることで十分な防除効果が得られます。

■緑化期
・ ハウス育苗では、特に気温の高い日や晴れの日（太
陽が出ている日）に、高温障害が起こりやすいの
で注意しましょう。また、新しいビニールは温度
が上がりやすいので要注意です。

■硬化期　  ポイント ⇒ 夕方、苗の葉先に水滴が一斉に着く状態が理想。
・ 硬化期初期の夜間の低温などには夕方早めにビ
ニールを閉め、状況により保温マット等を使用しま
しょう。
・かん水は午前中１回、１０時頃をめどに終了します。
  夕方からのかん水は地温を下げ根張り不良の原因
になります。

◉水浸けポイント ☆水温は高過ぎず低過ぎず

◉育苗期間の管理【油断禁物!!!!!　高温障害要注意!!!!!】

催芽はハト胸程度 ：30～32℃で12時間が目安

◉田植えに合わせた播種計画を

3月7日（木）

3月12日（火）

令和5年度　山形県ＪＡ園芸振興協議会品評会表彰式

令和6年度　営農企画指導員・経済渉外担当 進発式

　県ＪＡ園芸振興協議会とＪＡ全農山形は、令和5年度に開催された県ＪＡ園芸振興協議会品評会の表彰式を開催
しました。さくらんぼ「佐藤錦」「紅秀峰」、ぶどう「デラウェア」「シャインマスカット」、りんご「ふじ」、「啓翁桜」
の各品評会の最優秀賞と特別賞の受賞者に、同協議会の秋場尚弘会長から賞状と副賞が手渡されました。

当ＪＡからは、2名の方が受賞されました。
受賞された皆さま、おめでとうございます。

◇りんご「ふじ」
▽最優秀賞・農林水産大臣賞
　多田正喜さん（山辺町）

◇啓翁桜
▽最優秀賞・山形県花き生産連絡協議会長賞
　鈴木章さん（上山市）

　本店で令和6年度営農企画指導員と経済渉外担当の進発式が開かれ、営農企画指導員11人と経済渉外担当者11人
が参加しました。
　営農企画指導員を代表し、西部営農センター営農経済課の須藤里菜さんは「異常気象に負けない農業を指導してい
くため必要な情報を迅速に発信し、なくてはならない存在になれるよう自覚と責任を持ち日々の業務に励んでいく」
と決意表明し、経済渉外担当を代表してグリーンやまがた中央の細谷智弘主事は「組合員の相談相手として信頼関係
を築き、事業目標達成に向けて関係部署と一致団結し取り組んでいく」と意気込みを述べました。
　進発式の後、営農企画指導員と経済渉外担当、各センター長・店長の合同会議が行われ、今年度の事業計画や第
８次中期経営刷新計画の実施内容などについて意識共有しました。　

令和6年度もＪＡやまがたの担い手支援チーム
「ＴＡＣＴ（タクト）」をよろしくお願いします！

営農企画指導員・農業融資支援班が一体とな
り、担い手農家を中心に農業経営を支援して
いくチームです。営農指導・会計税務から経営
に関することまで、何でもご相談ください。

T とことん
A 会って
C コミュニケーション
T チーム

秋葉会長㊧より賞状を受け取る多田さん

苗半作!!!こまめな管理で異常気象対策を！
高品質良食味米生産において健苗育成は絶対条件です

水漬け期間 水　温 10℃ 15℃

品種／日数 はえぬき、コシヒカリ、あきたこまち、ひとめぼれ、つや姫、雪若丸 12日 8日

播種目安 播種時期 育苗期間 田植え 催芽籾量 箱使用数/10a

稚　苗 4/20～25頃 20～25日間 5/15～20頃（2.5葉） 約150～180g 18～22箱

緑化期
温　度

日　中 夜　間

出芽～1.5葉 20～25℃ 10℃以上

硬化期
温度

昼　間 夜　間

1.5葉期以降 15～20℃ 5℃以上

芽長１mm程度

温度計でしっかり確認!!!
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総代会資料について

情報提供窓口について

直売所からのお知らせ

資産サポートナビ Support
navigation VOL.46

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するた
め、農協法第35条の5および農協法施行規則第81
条に基づき、理事の職務の適正な遂行を阻害する
行為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）
の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為
について、見たり聞いたりした事柄があれば電話
又は封書にて、下記宛に連絡くださいますようお
願いします。

※ ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容の
ものは受付いたしかねます。
※ 当組合の業務に関する一般的な苦情については、各支店・センタ
ーにご相談をお願いいたします。各業務に関するご相談は、本店
でもお受けしております。

山形農業協同組合 監事会
住　　所 山形市旅篭町一丁目12番35号
電話番号 023-624-8554
 （受付：月～金、9時～17時）
部 署 名 内部監査室（監事会事務局）
受付監事 常勤監事　井上 誠治　宛

■各事務所への備え置きについて
農業協同組合法により、総代会資料は通常
総代会の2週間前から主たる事務所に備え置
き、組合員の閲覧に供することが義務づけら
れています。当ＪＡでは5月2日（木）から各
事務所に総代会資料を備え置きますので、ご
覧ください。

■お渡しする時期について
総代の皆様には、総代会の前にお渡しいたし
ます。正組合員の皆様には、総代会終了後、
広報紙とともにお届けします。

 お問い合わせ 経営管理部 企画管理課 
TEL.023-624-8265

 お問い合わせ

ＪＡやまがたおいしさ直売所 南館店
山形市南館3-7-4　TEL.023-645-5001

■グリーンやまがた中央
　5月1日（水）～5月3日（金）　9：00～15：00
■グリーンやまがた西部
　5月1日（水）～5月4日（土）　9：00～16：00
■グリーンやまがた南部
　5月3日（金）～5月5日（日）　9：00～16：00

下記の通り、営業時間を変更させていただきます。

令和6年5月1日（水）より
8：15～17：30

ご来店
お待ちして
おります！

グリーンやまがた
野菜苗セール！

グリーン 営業時間の変更について

●レジ通過先着プレゼント
　（500円以上ご購入の方）
●レシートくじ
●ＪＡファーマーズによる即売会
　などイベント盛り沢山！
◇同時開催
　落合店・紅の蔵店　来店感謝祭

4月20日土・21日日
おいしさ直売所 南館店 周年祭
～おかげさまで21周年～

ご来店お待ちしております！
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福祉センター青田

読者の広場

はれやか！
女性部

3月9日（土）

JAやまがた女性部
第26回通常総代会
　女性部は本店で、第26回通常総代会
を開催しました。女性部役員や各支部の
代表者など59人が出席しました。
　令和6年度の基本方針として、ＪＡ女

性組織３か年計画の最終年にあたり、協同組合の一員として食・農・地域の活性化を図り、仲間づくりやＪＡ運営
への参画に取り組んでいく事を確認しました。
　同部の鈴木静子部長は「食・農を中心にＳＤＧｓを心がけて、意識の高い活動をしていきましょう」と呼びかけました。
●重点実施事項に基づく活動

（1）つながろう
・女性部活動で学んだことや経験を広く地域にも伝え、交流を深める仲間づくり、女性部や組合
員への加入をPRする。

（2）まもろう
・食品ロス削減への理解を深め、フードドライブ活動を実施する。
・研修会や講習会を実施し、日頃の防災について考える取り組みをする。

（3）かかわろう
・ＪＡ役職員等との対話の機会を増やし、積極的な交流や情報交換をする。

総代会の後には、岐阜アグリフーズ（株）のプロハーブアドバイザーによる「美と健康ミニ講座」が
開かれ、スキンケアやマッサージ方法について学びました。

ＪＡやまがたの広報紙をご愛読いただき、あり
がとうございます。今月号より管内産の農産物

が表紙を飾ります。初回となる今回は「小笹うるい」です。改め
て当ＪＡ管内で生産されている農産物を知っていただく機会に
なれば嬉しく思います。

あとがき

●応募方法／「ＪＡやまがた広報係」まで下記の
いずれかの方法でご応募ください。応募者の「氏
名、住所、電話番号」も忘れずにご記入ください。

郵便 〒990-8535 山形市旅篭町一丁目12-35
Eメール  kikakukanri@jayamagata.or.jp
●締切／4月25日（木）（当日消印有効）
●プレゼント／「クロスワード」正解者、またはご意見、
ご感想を下さった方の中から抽選で３名の方に「おいし
さ直売所商品券」1,000円分をプレゼント。当選者の
発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
3月号クロスワードの答え：あさつき

当広報紙へのご意見・ご感想に加え、テーマに関するエピソード・
写真・絵葉書なども募集しています。

5月号のテーマ

田植え　　　　　

●孟宗竹が食卓に並ぶと春だなあと嬉しくなりま
す。祭の神輿が繰りだし、たけのこご飯、煮物、孟
宗汁etc.もうすぐウキウキです。（山形市Ｋさん）

●3月になっての雪降りにため息をつきながらの
毎日です。春に食べたい食材はふきのとうです。実家の道路端に出るので、毎
年食べてます。今年も2月の好天気に恵まれ2回天ぷらにしました。なのに3月
の雪で隠れてしまった気がします。（上山市Ｈさん）

●「ふきのとう」楽しみです。ふきみそをご飯にのせて甘辛でおいしい。（山形
市Ｔさん）

●もうすぐ春。春に食べたい食材は何といっても「山菜」ですね。長い冬が終わり、
様々な植物が芽吹き始め山菜が次々と出てきます。いわゆる「きどい」という特
徴の山菜。何でも好きです。春の時期にしか楽しめない味ですね。今年は雪が少
なかったため、山菜もあまり出ないかもしれないですね…。（中山町Ｗさん）

たくさんのお便りをありがとうございました！

➡ヨコのカギ

息抜き
クロスワード

あみがけの■■部分に入る文字を並
べ替えて言葉を作りましょう。

■■■■■■■■

2 動物の雄と雌の一対。
3 けもの・魚・虫などを数える言葉。
4 切った後、皮をはいだだけの材木。
5 燃料にするための木。まき。
6 船や航空機で海外へ行くこと。
8 土地がくぼんでいて、水のたまった所。

➡

タテのカギ

1 2 3 3

5  4 4

5 6

  7 8

9

1 大勢が集まって楽しむ、にぎやかなも
よおしもの。

4 キャンプの時に燃やす、燃料用の割
り木。

5 表題。記事の見出し。選手権。
7 石や氷のように一定の形に固まってい
る物。

9 物事を行うときの技術上の能力。

4月号のテーマ

春に食べたい食材

いざというときに困らない
すぐに役立つ大人の
マナーブック
尾形圭子 著
社会人に求められるマナーは
日々変化している。冠婚葬祭
でのふるまい方から夫婦間の
礼儀、SNSでのやり取りまで、
令和の今だからこそ知ってお
きたい最新のマナーを、わか
りやすいイラストとともにお
届け！
定価（税込）1,210円

最新版 イラスト
もう迷わない
庭木の剪定 基本とコツ
内田均 監・著/
川原田邦彦 監・著
定番の樹種だけでなく珍しい
樹種も合わせ、88種を掲載。
「強剪定と弱剪定」、「目的に
合わせた枝透かし」、「剪定の
適期」、「樹齢に合わせた剪定」
など、枝を切る前に知ってお
きたい基礎知識も徹底解説。
定価（税込）1,540円

《予防策として…》
❶  発酵食品、納豆、ヨーグルトなどを食べて、腸内環
境を整え免疫力をつける

❷  ビタミンＡを含む野菜（人参やほうれん草など）、
果物を食べる

❸  毎日生活する上で食事をしっかり摂る事で、栄養
バランスを取る

❹ 外出時は帽子、マスク、眼鏡を使用する
❺ 体力や免疫力をつけて、自分の体を大切にする
❻ 早めに、かかりつけ病院へ受診して薬を服薬する

　３月～４月は、『三寒四温』と言われており、寒い日がまだまだ続きます。
　 自分のペースで出来る運動を行い、食事と水分をきちんと摂取して、元気な体作りを
行いましょう！！

“春”といえば、『花粉症』に悩まされる方が多くなりますね。

お問い合わせ  福祉センター青田 TEL.023-616-8002
               介護サービス事業／通所介護・訪問介護・福祉相談窓口雛飾り巡り

ひっぱりうどんランチ

スイーツ作り

3月の通所介護

春の健康と花粉症

購読申し込み
各支店・グリーン
または本店経済課
TEL.023-624-8567

オススメ読書
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